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はじめに

LabdaqVibration を動作させるドライバーをインストールします。ＡＤユニット添付のＣＤ，ＮＩ－ＤＡＱｍｘを

初期状態のまま、ドライバーをインストールすると、LabdaqVibration は動作しません。以下手順に従い、

フレームワーク 4.5.1 のライブラリを手動でオンし、インストールする必要があります。

また、インストールするパソコンにフレームワーク 4.5.1 がインストールされていない場合、事前にマイクロソフトのホーム

ページからダウンロード、インストールしてください。無料でダウンロードできます。

ＮＩ－ＤＡＱｍｘのインストール

ＡＤユニット添付のＣＤ，ＮＩ－ＤＡＱｍｘをＣＤドライブにセットすると、インストールメニューが表示されます。

このメニューから、ＮＩ－ＤＡＱｍｘのインストールをクリックし、画面の指示に従いインストールします。

以下の画面になります。
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確認後、そのままで「次へ」ボタンを押します。以下画面となります。

カスタムを選択します。

カスタムを選択後、「次へ」ボタンを押します。以下の画面となります。
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この画面で、アプリケーション開発サポートの＋マークをクリックします。

次に、この部分をクリックして、NET Framework 4.5.1 言語サポートがＸになっているのを、以下

のようにディスクマーク（インストールオン）にします。

4
上記のように設定後、「次へ」ボタンでインストールを開始します。



ＮＩ－ＭＡＸ起動

インストール完了後、プログラムリスト、または画面下、タスクバーに、Measure Automation Explorer

、略してＭＡＸ、デバイス管理ソフトウエアがインストールされます。これをクリックすると以下、

起動画面となります。

最終的に、以下の画面となります。

この時点では、デバイスを接続していないため、デバイスは表示されません。
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デバイスをＰＣに接続します。接続が正常に実行されると、デバイス検出のメッセージが表示されます。

デバイスとインターフェイスを選択します。たとえばデバイス、ＮＩ ＵＳＢ－６００１が正常に接続されていることが

確認できます。

ｃＤＡＱシャーシーが接続されていると、ネットワークデバイスをクリックするとｃＤＡＱが表示されます。
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ｃＤＡＱをＬＡＮ経由で接続の場合、ネットワークデバイスの予約、および解除の操作が必要です。

新規に接続、使用の場合、もし前回、他のＰＣで使用された場合、この使用されたＰＣでネットワークデバイス

の解除が必要です。

ＰＣ側でのＩＰアドレス、サブネットマスクは、通常

１７２．２８．５．１

２５５．２５５．０．０

を設定します。

電源起動時は、ＭＡＸでｃＤＡＱシャーシーを一度リセットし、この後各モジュールをクリック、有効にします。

リセットを実行

各モジュールをクリックし、有効とします。
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